
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 農村基盤研究領域 資源情報担当 

農村の災害等の情報共有ジオウェブの構築法 

地図上に情報を表示して災害などの情報共有を容易にするジオウエブの構築手順をオープン
ソースの無料ツールだけを用いてマニュアル作成しました。さらに農村での災害情報の共有に応
用したものを試作しました。 

試作例画面２（瑞巌寺データを登録） 

 地理を扱う情報分野の新しい国際規格が制定さ
れました。（グーグル・アースは似た規格を使用） 

 新しい規格のジオウエブはウエブサーバを利用し
て位置合わせを自動で行い，情報共有ができま
す。 

 従来は手順がわかりにくく，構築が困難でした。 

研究のポイント 

本法には，以下の特徴があります。 

緯度経度の地理的位置合わせを自動で行ってくれて，
他のサーバのデータも重ねて表示できます。利用者は，
通常のブラウザで閲覧できるよう工夫しています。 

ノートＰＣにデータを取り込めば，ネットから切り離し
て現場でも利用可能です。 

誰でも構築でき，手持ちのデータを発信できます。 

ジオウエブの土地改良区での利用イメージ 

試作したジオウエブに東日本大震災の災害前後の衛星
データと松島瑞巌寺マップの試験登録を行いました。 

ジオウエブ試作例画面１（松島付近） 
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試作例画面３，４（亘理町付近の災害前後の衛星データを登録） 


